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永
瀬
氏
は
、昭
和
56
年
、第
11
代
川
口
市
長
に
就
任
。
以
来
、四
期
16
年
に
わ
た
り
、市
政

の
最
高
責
任
者
と
し
て
抜
群
の
行
動
力
と
豊
か
な
知
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
功
績
は
、地
場
産
業
で
あ
る
鋳
物
製
品
の
需
要
拡
大
を
図
る
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
作

戦
」の
展
開
、川
口
駅
周
辺
再
開
発
の
推
進
を
は
じ
め
、市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
、高
齢
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
テ
ピ
ア
の
開
設
な
ど
、幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
、今
も
市
民
生
活
に
潤

い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、文
化
・
芸
術
に
も
造
詣
が
深
く
、川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア
の
オ
ー
プ
ン
、

川
口
国
際
文
化
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、市
民
参
加
の
楽
劇
「
る
ひ
い
な
」の
上
演
な
ど

„
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
“の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
永
瀬
氏
が
残
さ
れ
た
数
多
く
の
功
績
は
、私
た
ち
川
口
市
民
の
末
長
い
財
産
で

あ
り
、大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

議員職14年間を含めた30年間 

川口のために 
数
々
の
功
績
を
振
り
返
っ
て
 

川
口
市
長
初
当
選
 

住
工
混
在
解
消
策
と
し
て
緑
町
に
集
団
工
場
が
ス
タ
ー
ト
 

フ
ロ
リ
ア
ー
ド
'82（
国
際
園
芸
博
覧
会
）で
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
 

荒
川
運
動
公
園
開
設
 

第
１
回
川
口
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
 

市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
開
催
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設
 

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
芝
児
童
セ
ン
タ
ー
開
設
 

川
口
市
緑
化
基
金
設
立
 

川
口
市
長
再
選
 

川
口
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
 

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
わ
ん
ぱ
く
広
場
完
成
 

銀
座
商
店
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
事
業
竣
工
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
ざ
ん
か
の
郷
開
設
 

北
消
防
署
合
同
庁
舎（
消
防
本
部
）竣
工
 

第
１
回
川
口
生
涯
学
習
推
進
大
会
開
催
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
作
戦
川
口
を
開
始
 

全
国
都
市
緑
化
さ
い
た
ま
フ
ェ
ア
'8７
川
口
開
催
 

ふ
じ
の
市
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
事
業
竣
工
 

川
口
駅
西
口
に
自
転
車
駐
車
場
オ
ー
プ
ン
 

財
団
法
人
川
口
市
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
設
立
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 昭
和
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年
4
月
 

輝
か
し
い
足
跡
を
た
ど
る
 

川
口
市
役
所
奉
職
 

川
口
市
議
会
議
員（
一
期
）
 

埼
玉
県
議
会
議
員（
三
期
）
 

埼
玉
県
議
会
商
工
労
働
常
任
委
員
会
委
員
長
 

埼
玉
県
議
会
企
画
財
政
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
 

埼
玉
県
議
会
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
 

埼
玉
県
議
会
中
小
企
業
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
 

川
口
市
長（
四
期
）
 

埼
玉
県
水
泳
連
盟
会
長
 

埼
玉
県
体
育
協
会
副
会
長
　
 

全
国
市
長
連
絡
協
議
会
会
長
 

埼
玉
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長
 

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
理
事
長
 

通
産
省
工
場
立
地
及
び
工
業
用
水
審
議
会
委
員
 

藍
綬
褒
章
（
地
方
自
治
功
績
）
 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
長
 

全
国
市
長
会
副
会
長
 

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
（
地
方
自
治
功
労
）
 

川
口
市
名
誉
市
民
に
推
戴
 

従
四
位
 

昭
和
29
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 平
成
元
年
 

平
成
４
年
 

  平
成
６
年
 

平
成
８
年
 

平
成
14
年
 

平
成
20
年
 

平
成
24
年
 

す
い
た
い
 

市長として初登庁（昭和５６年６月） 全国都市緑化さいたまフェア’87で皇太子殿
下はグリーンセンターを視察、永瀬氏が案内
人を務めました（昭和６２年１０月） 

「ニューディール作戦川口」官民共同で鋳物製
品を売り込みました（昭和６２年４月～） 
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市長職四期16年間と　

生涯を郷土 

第
１
回
都
市
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
 

川
口
駅
周
辺
地
区
特
定
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
促
進
事
業
の
 

建
設
大
臣
承
認
を
得
る
　
 

川
口
市
長
三
選
 

戸
塚
清
掃
工
場
増
設
第
一
期
工
事
竣
工
 

川
口
駅
西
口
駅
前
交
通
広
場
完
成
 

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア
オ
ー
プ
ン
 

川
口
駅
前
歩
行
者
専
用
道
路
 

（
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
）完
成（
西
口
） 

川
口
市
高
齢
化
社
会
対
策
基
本
計
画
策
定
 

市
民
参
加
の
楽
劇
「
る
ひ
い
な
」
上
演
 

川
口
駅
前
歩
行
者
専
用
道
路（
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
）完
成
 

（
東
西
連
絡
部
分
・
東
口
） 
　
　
　
　
 

川
口
西
公
園
地
下
公
共
駐
車
場
供
用
開
始
 

川
口
・
エ
ジ
ン
バ
ラ
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
 

川
口
駅
東
口
第
三
工
区
再
開
発
ビ
ル
竣
工
 

（
川
口
そ
ご
う
オ
ー
プ
ン
） 

第
１
回
川
口
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
 

フ
ロ
リ
ア
ー
ド
'９２（
国
際
園
芸
博
覧
会
）で
金
賞
・
銀
賞
受
賞
 

市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
開
催
 

川
口
市
長
四
選
 

川
口
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設
 

埼
玉
高
速
鉄
道
線（
地
下
鉄
7
号
線
）本
格
工
事
始
ま
る
 

川
口
西
公
園
周
辺
地
区
が
平
成
７
年
度（
第
6
回
）都
市
景
観
大
賞
を
受
賞
 

川
口
緑
化
セ
ン
タ
ー
「
樹
里
安
」・
道
の
駅
「
川
口
・
あ
ん
ぎ
ょ
う
」
オ
ー
プ
ン
 

高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
テ
ピ
ア
開
設
 

市
長
退
任
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4
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川口市葬 

万感の思いを胸に 
リリア メインホールでしめやかに 

　去る３月２２日、永瀬氏にゆかりのあるかたがた約１，５００人
が参列して市葬が執り行われ、展示ホールに設けられた
弔意記帳所には多くの市民らが訪れ、永瀬氏との別れを
惜しみました。  
　家族に抱えられ会場に到着したご霊位は、消防本部儀
礼隊により永瀬氏の遺影がほほ笑む市の花鉄砲ユリなど
で飾られた祭壇に安置されました。澁谷副市長の開式の
辞の後、黙とうが捧げられ、葬儀委員長岡村市長の弔詞、
葬儀副委員長篠田市議会議長の顕彰の辞に続き、上田清
司埼玉県知事、友人代表の演出家蜷川幸雄さんらが弔辞
を述べ、その功績を称えるとともに少年時代の思い出な
どを披露しました。そして、リリア開館から親交のある
ソプラノ歌手佐藤しのぶさんによる「蝶々夫人」「アヴェ・
マリア」の歌唱、永瀬氏の数々の功績やその当時のお姿
の上映、朗読ボランティア太田成子さんが永瀬氏の随筆
から「市民歌の憶い出」を朗読し、在りし日をしのびご
冥福を祈りました。 
　喪主の永瀬秀樹氏は「『洋ちゃん、洋ちゃん』とみん
なから愛され、家族を、友を、そして何より郷土川口を
愛した父は、最後まで川口の役に立ちたいと願っていま
した。多くのかたに心のこもったお言葉や献花をいただき、
父も喜んでいることと思います」と謝辞を述べました。
橋本副市長の閉式の辞に続き、参列者は祭壇に献花し別
れを惜しみました。 

ご霊位が家族に抱えられ到着 

遺影に「洋治さん」と優しく声を 
かけ少年時代の思い出を話す 
演出家の蜷川幸雄さん 

参列者に謝辞を述べる 
喪主の永瀬秀樹氏 

別れを惜しみながら祭壇に花を 
捧げる参列者のかたがた 

儀礼隊により祭壇に安置される 
ご霊位 

　永瀬先生、あなた様は抜きん出た先見性と溢れんばかりの情
熱をもって、今日の川口の礎を築かれました。 
　偉大なる指導者を失ったことは誠に痛恨の極みですが、あなた
様の遺志をしっかりと受け継ぎ、川口の発展に邁進することが、残
された私たちの果たすべき使命であると決意しています。 
　どうか、郷土川口の更なる発展を、いつまでもお見守りください。 

葬儀委員長 

川口に「文化情報発信の拠点を」と川口
総合文化センター・リリアをオープン 

埼玉高速鉄道線の工事現場を視察。
左から2人目（平成８年５月） 

来るべき高齢化社会に向けて、誰
もが健康で幸せに暮らせるまちを目
指して、高齢者総合福祉センター・
サンテピアを開設（平成９年４月） 

市長退任で本庁舎前にて花束を
受ける（平成９年５月） 

救命救急センターや新生児集中治療室
などを備え、市域を超えた総合医療拠点と
して整備された医療センター（平成６年５月） 

川
口
・
エ
ジ
ン
バ
ラ
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
開
催
に
向
け
て
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
・
エ

ジ
ン
バ
ラ
市
長
と（
平
成
３
年
５
月
） 

オープニング 
セレモニー 
（平成２年７月） 


